設　　立　　趣　　旨　　書

　戦後６０年を経て、我が国では食べるのに困ることは殆ど無くなった。あらゆる食材が手に入り、飽食の時代などと呼ばれ、お金さえ出せば食べたいものが食べられる状況であるが、それは健全な、持続可能な豊かさとはかけ離れていたことが小麦や大豆の不足、様々な「食」にまつわる問題で明るみになっている。食糧自給率３９％、まさに砂上の楼閣である。それに加えて、人と人とのつながりが希薄になり、明日に希望を託そう、あるいは次の世代に生きる事の素晴らしさを伝えようというような、そうした想いや願いの源泉が枯れてしまうのではないか、といった新しい心配までもが人々の上に重たく垂れ込めるような時代にもなっている。人が人に寄せる基本的信頼は、一握りの人間ではなく、名も無き人たちが連綿と受け継ぎ、気の遠くなるような時間を経て現代まで至っている。こうした信頼すら危ういのでは？と疑念を抱きたくなるような事件があまりにも多い。しかし、これらをみな時代のせいにして、知らぬ振りを決め込むわけにはいかない。私たちも社会の一員であり、すべては私たちのいる社会の中で起きていることに間違いはない。

　こうした認識を踏まえて、わたしたちは人と人とのつながり、社会との関係を豊かに持つ事が人の幸せになくてはならないことであるという考えに立ち、パンつくりを媒体として人と人とのつながりや豊かな関係つくりの応援をすることを目的として

「特定非営利活動法人　N G B C」を設立する。

　当法人は横浜を中心とした個人ベーカリー、製パン業関係者、パンつくりを取り入れている福祉施設職員等の自主的な勉強会をきっかけに、障害者のパンコンテスト、カンボジアでのパン学校設立の運動などの活動を行なってきた任意団体、「NEW GENERATION BAKERY CLUB」の活動が母体となっている。個人のベーカリーを中心とした任意団体というあり方は基盤が弱く、今後の活動の継続性については保証されているとは言い難い状況であった。障害のある人たちのパンコンテスト『ユニバーサル　ベーキングカップ』の開催等、活動が社会的な広がりを持つに連れて、この会の活動が継続性を担保しより社会的な広がりを生むことが、広く社会の福祉の増進、社会貢献につながるものであるという会員の確信にいたり、特定非営利活動法人として設立を決意するものである。

　当法人は広く『福祉』（幸せの実現）を理念とし「パンつくりを媒体として」「多様な人たちの人と人とのつながりをつくり、豊かな暮らしの実現」を支援することを使命とする。当法人の社員の多くは美味しいパンを提供する事を生業としている、

「人がパンのみに生きるのではない」ということを何よりも自覚している集団として、法人の使命を実現するための事業を力を合わせて行なってく所存である。

　

　

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ２００8年　　4月　２３日

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　法人の名称   特定非営利活動法人　N G B C 
　　　　　　　　　　　　　　　　　   設立代表者　　　　　萩原　達也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　    　

























































































































































































































































































